
AD4401ｷｬリブレーション調整前確認項目

２．ロードセル仕様内容確認

①　ﾛｰﾄﾞｾﾙ出力電圧　１Ｖに対しての定格容量の出力電圧になります。

　　 ＡＤ４４０１からの印加電圧が10Ｖでり、定格容量にて2mV＊10V＝20mV となります。

　ⅰ） 　図２はﾛｰﾄﾞｾﾙ１台に対しインジケータ１台の為、定格時に20mV

　　　　例えば、定格500Kgの場合　500Kg＝20mVとなります。

　ⅱ） 　図１はﾛｰﾄﾞｾﾙ３台を並列の和算箱に対し接続を行う為、ﾛｰﾄﾞｾﾙの定格が500Kgの場合

　　　　 500Kg＊3＝1500Kg　＝　20mV　になります。

　　　　又、ﾛｰﾄﾞｾﾙ４台の場合も同様で　

　　　　500Kg＊4＝2000kg　＝　 20mV　になります。
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２．１インジケータ仕様内容確認

上の表はAD4401のA/D入力の仕様となっています。

2.1-1　ロードセルを接続し何等かの数値が出ます。 表示が出ない場合、結線の再確認をして下さい。　

（工場出荷時の入力電圧と表示の調整は　0mV入力で0表示 32mV入力で16000表示になっています。）

2.1-2　ひょう量／目量　（インジケータ分解能力）の確認
　　ⅰ）２．図２は　ロードセル１本使い　500kg/20mV
　　　　20mV（定格出力）/0.0003mV（入力感度）=1/66666.66まで分解能が可能
　　　　つまり最小目盛は　500kg（定格容量）/66666=0.0075　目量1の為0.01まで表示可能となります。
　　　　但し最大表示分解能16000の為　160.00kg/0.01kg　Ｄまでしか表示できません。

　　ⅱ）２．図１は　ロードセル３本使い　1500kg/20mV
　　　　20mV （定格出力） /0.0003mV （入力感度） =1/66666.66まで分解能が可能
　　　　つまり最小目盛は　1500kg （定格容量） /6666.66=0.022　目量5の為0.05まで表示可能となります。
　　　　但し最大表示分解能16000の為　8000.00kg/0.05kg　Ｄまでしか表示できません。
　　※この計算は最小可能表示から最大ひょう量を出しています。使用環境条件が良い場合で出せる目量です。

2.1-3　ひょう量／目量の決定
　　ⅰ）2.1-2にて計算された目量は、最小可能表示です。
　　　　一般的には図１でタンクスケール等干渉物等メカ的誤差要因の影響が大きく　1/1000　1000kg/1kg　
　　　　条件の非常に良い状態で1/5000～　干渉要因が無く　最大1/10000　程度となります。　
　　　　　

ＡＤ４４０１入力感度


